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1 体育の学習におけるルーブリック

■対象学年 ６年生

■単元名 表現運動「よさこいソーラン」
・５・６年合同の取組 総勢２４０名
・人数的にも体制的にも，確実に見取れない。

↓
児童に評価規準を提示し，自己評価させれば，
見取れるのでは…



単元の流れ

１～２時間目
「静と動」「腰の位置」など，意識する部分
を強調しながら踊る練習をする

３時間目

ルーブリックづくり

４～８時間目 授業後に自己評価

何を意識して踊るかが先に明確になっていないと，
児童自身が学習のゴールを意識できない



指導要領における評価規準（表現部分）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

次の運動の行い方を理解し
ているとともに，表したい感
じを表現したり踊りで交流し
たりしている。 
・フォークダンスでは，日本
の民踊や外国の踊りから，そ
れらの踊り方の特徴を捉え，
音楽に合わせて簡単なステッ
プや動きで踊っている。

自己やグループの課題の解
決に向けて，表したい内容や
踊りの特徴を捉えた練習や発
表・交流の仕方を工夫してい
るとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝えている。

運動に積極的に取り組もう
とし，互いのよさを認め合い
助け合って踊ろうとしていた
り，場の安全に気を配ったり
している。

国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校体育】』(2020)
p.109より引用



担任が考えたルーブリック

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ
・止まるところでは
止まって踊る

・腰を低くして踊る

・自分の踊りを振り
返り，直すところを
直しながら踊る

・積極的に踊る

Ｂ

・止まるところでたま
に動く

・腰がたまに高くなる
ことがある

・自分の踊りをたまに
振り返り，直すとこ
ろを直しながら踊る

・積極的に踊ることも
あるが，受け身に
なっている。

Ｃ
・止まるところや，腰
の位置を意識せずに
踊っていない

・自分の踊りを振り
返らずにただ踊って
いる。

・受け身で，指示され
たことしかしない。



単元の流れ

１～２時間目
「静と動」「腰の位置」など，意識する部分
を強調しながら踊る練習をする

３時間目 ルーブリックの共通認識づくり

４～８時間目 授業後に自己評価



ルーブリックの共通認識づくり

よさこいソーランは，どんなことができたら
Ａになりますか？

どっこいしょのときに腰を
下げて踊れてたらＡじゃ  

ないかな

かけ声が迫力には欠かせな
いかから，大きな声でかけ
 声をけているとＡだと
思う



ルーブリックの共通認識づくり

自分の踊りはどうやったら上達するでしょう
か。

友達にチェックして
もらう！

ふり返る！

つまり，ただ踊るだけではなくて，
直すところをチェックしながら考えて踊ると
いうことですね！



児童とつくったＡ基準

自分の踊りの直すところを意識して踊った

腰を低くして踊ることができた

ドッコイショのときと，「なおれ」の声がかかるまで止まることができた

声を出して踊ることができた

総合自己評価
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技

技

思
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ルーブリック
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ

・止まるところでは
止まって踊る

・腰を低くして踊る
・大きな声を出して踊って
いる

・自分の踊りを振り
返り，直すところを
直しながら踊る

・積極的に踊る

Ｂ

・止まるところでたま
に動く

・腰がたまに高くなる
ことがある

・声を出して踊っている

・自分の踊りをたまに
振り返り，直すとこ
ろを直しながら踊る

・積極的に踊ることも
あるが，受け身に
なっている。

Ｃ

・止まるところや，腰
の位置を意識せずに
踊っていない

・声が出ていない

・自分の踊りを振り
返らずにただ踊って
いる。

・受け身で，指示され
たことしかしない。

児童との共通認識づくりの過程で追加されることもある



実際にルーブリックを使おう！



ルーブリックをもとに学習を振り返る

次回，児童が取り組む
べき課題も明らかにな
る

何ができて，何ができ
てなかったのかを見取
ることができる

C評価をしている児童
への支援が即座にでき
る

学習の目標が明確に
目指す子供の姿が明確に

児童自身が何ができて
何ができなかったのか，
振り返りやすい。

児童自身が何を気を付
ければよいのか，明確
になる。
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２ ルーブリックを活用した評価の実際

3 成果と課題

ルーブリックを活用した授業実践
～小学校 体育科（6年）～



２ ルーブリックを活用した評価の実際

■ふり返りシートの記述
■自己評価
■授業中のようす

の３点から，ルーブリックを活用
して評価した。



児童①



ルーブリック

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ

・止まるところでは
止まって踊る

・腰を低くして踊る
・大きな声を出して踊って
いる

・自分の踊りを振り
返り，直すところを
直しながら踊る

・積極的に踊る

Ｂ

・止まるところでたま
に動く

・腰がたまに高くなる
ことがある

・声を出して踊っている

・自分の踊りをたまに
振り返り，直すとこ
ろを直しながら踊る

・積極的に踊ることも
あるが，受け身に
なっている。

Ｃ

・止まるところや，腰
の位置を意識せずに
踊っていない

・声が出ていない

・自分の踊りを振り
返らずにただ踊って
いる。

・受け身で，指示され
たことしかしない。



児童②



ルーブリック

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ

・止まるところでは
止まって踊る

・腰を低くして踊る
・大きな声を出して踊って
いる

・自分の踊りを振り
返り，直すところを
直しながら踊る

・積極的に踊る

Ｂ

・止まるところでたま
に動く

・腰がたまに高くなる
ことがある

・声を出して踊っている

・自分の踊りをたまに
振り返り，直すとこ
ろを直しながら踊る

・積極的に踊ることも
あるが，受け身に
なっている。

Ｃ

・止まるところや，腰
の位置を意識せずに
踊っていない

・声が出ていない

・自分の踊りを振り
返らずにただ踊って
いる。

・受け身で，指示され
たことしかしない。



児童③



ルーブリック

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ

・止まるところでは
止まって踊る

・腰を低くして踊る
・大きな声を出して踊って
いる

・自分の踊りを振り
返り，直すところを
直しながら踊る

・積極的に踊る

Ｂ

・止まるところでたま
に動く

・腰がたまに高くなる
ことがある

・声を出して踊っている

・自分の踊りをたまに
振り返り，直すとこ
ろを直しながら踊る

・積極的に踊ることも
あるが，受け身に
なっている。

Ｃ

・止まるところや，腰
の位置を意識せずに
踊っていない

・声が出ていない

・自分の踊りを振り
返らずにただ踊って
いる。

・受け身で，指示され
たことしかしない。



■ふり返りシートの記述
■自己評価

■授業中のようす

を総合的に加味しないと，評価はできない



1 体育の学習におけるルーブリック

２ ルーブリックを活用した評価の実際

3 成果と課題

ルーブリックを活用した授業実践
～小学校 体育科（6年）～



３ 成果

①子どもがやる気をもって取り組める

②評価がしやすい！

③児童のつまづきが可視化されることで，
即座に支援できる

④評価に子どもが納得できる



３ 課題

①ルーブリック…これで合っているのか？

②他の教科での活用
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